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[ マニュアル運用にあたっての諸注意 ]

本マニュアルは「花笑み・せんなん」のロゴマークについて、その

使用ルールを規定するものです。[ 花笑みロゴマーク ] を使用する場

合は、必ずこのマニュアルに従い、シンボルとして、そして知的財産

としての、イメージの統一的・継続的なコントロールを心がけてくだ

さい。

実際に使用する際は、本マニュアルの PDFデータ及び入稿用 CSデー

タから、用途に最適なアウトラインデータを抽出して活用してくださ

い。プリントアウトやビットマップ画像を元に新たに制作するなどの

行為は禁止します。

WEB 等で使用する場合は提供されるビットマップデータを活用してく

ださい。視認性の確保のため、提供される画像サイズ以下での使用

は認めません。

※本マニュアルは [ 花笑みロゴマーク ] をマークとして使用する際の

ルールを規定するものです。背景やイラスト的な要素として使用する

場合など、識別標、所有標としての機能が求められないものにおい

ては、本来のイメージを損なわない表現に限り、マニュアル外の応

用を認めます
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＜コンセプト＞

「花笑み」をアルファベット表記にしてロゴマークとして作成。

丸みを持った書体の「h」と「i」に花のモチーフを組み合わせ、全体とし

て柔らかい、優しい印象に。

「笑み」をイメージさせるために「a」「e」の一部を笑顔の口、笑顔の目

を連想させる形状にし、「h」「i」の花も笑顔を連想させるようにしてい

ます。アルファベット・和文共にハイフンを同様の形状で関連づけて

います。また、左と右の花をつなぐようにチョウを配置。「花」を介した

「つながり」や「交流」を表現しています。

[ 基本形 （Type-A）]

[ 基本形 （Type-B）]

[ 欧文・和文の配置 ]

欧文「hana-emi」と和文「花笑み -せんなん」の配置は、欧

文が上、和文が下の上下配置を基本とします。ただし表示

する領域が横長の場合は [Type-B] の使用を認めます。ま

た、欧文・和文それぞれの単独使用は認めません。

以降 [Type-B] に対する基本的な配色等のルールは

[Type-A]と同様です。

これらの配置において、提供されるデータ以外の文字サ

イズのバランス、位置の変更は認めません。
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[ シンボルカラー ]

[ 基準色 ]

＜カラーリングポリシー＞

ロゴマークは可能な限り多色刷（４色刷）

とし、使用される９色それぞれに特色は指

定しません。

ただし狭小な表現など、多色刷が困難な場

合は単色刷を認めます。

色校正の基準色としてアルファベット左か

ら二番目の「a」に使用される青を下記に規

定する [ 泉南ブルー ] とします。制作時に

はこの基準色が近似となるように調整して

ください。

泉南ブルー
DIC141

CMYK：C71.6%　M38.5%　Y0%　K0%

RGB：R96　G133　B195

[ シンボルグラデーション ]

花笑みグラデーション
ロゴマークに使用される黒を除く８色を連続的に配したものを

[ 花笑みグラデーション ] とします。[ 花笑みグラデーション ] は

グラフィックエレメントとして使用することが出来ます。

※類似するグラデーションを使用しないようにマニュアルの

データからカラーデータを抽出するようにしてください。
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[ 単色表現 ]

[ 白抜き表現 ]
[花笑みグラデーション]等、視認性が確保できる背景に対して、

白抜き表現を認めます。

この場合も指定する領域内に他の要素が入らないようにしてく

ださい。

狭小な表現や作成時の規制により、多色刷が困難な場合は単色刷を認めます。

単色表現が可能なのは [ 泉南ブルー ] [ 紺藍（泉南市の色）]と墨版の三種類とします。

市章と組み合わせて使用する場合、ロゴマークと市章共に [ 泉南ブルー ]を用いることを

推奨します。

泉南ブルー
DIC141

CMYK：C71.6%　M38.5%　Y0%　K0%

RGB：R96　G133　B195

墨版（K100%）
モノクロ印刷に使用します。

この場合、墨版 K100%とします。[ 泉南ブ

ルー ] のグレースケール K44.2% 等の階

調表現（網点）は認めません。

紺藍　（泉南市の色）

CMYK：C90%　M90%　Y0%　K40%

RGB：R38　G32　B103
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[領域指定１]

多色を有するロゴマークが適切に表示されるように、基本形に不可侵

の領域（白色）を指定し、背景が影響を与えないようにします。

またこの領域に対しては、他の図像的要素（シンボルマーク、キャッチ

フレーズ、キャラクターなど）が干渉してはいけません。

単色表現（墨版、泉南ブルー）の場合も同様です。

指定領域

指定領域

[Type-B]

[Type-A]

豊かな環境・支えあい、人を大切にする泉南市
～みんなで夢を紡ぐ　生活創造都市～

豊かな環境・支えあい、人を大切にする泉南市
～みんなで夢を紡ぐ　生活創造都市～

キャッチコピー、スローガンなど

マーク、
キャラクターなど
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[ 領域指定２]

多色刷＋背景：白色

多色刷＋背景：グレー（50％）

多色刷＋背景：黒色

単色刷（墨版）＋背景：白色

単色刷（墨版）＋背景：グレー（50％）

単色刷（墨版）＋背景：黒色

多色刷＋背景：花笑みグラデーション

上記の単色刷サンプルは墨版であるが、他の特色 1色刷の場合

も同様とします。
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[ 使用禁止例 ]

下記使用禁止例を参考に、誤解・誤認を受けやすい表現、アイデンティティの混乱を招きやすい

表現、視認性の低くなる表現については禁止とします。
これらは識別標的に使用される場合に関してであり、それ以外のケースで図形要素として取り
扱われる場合においては規定の範囲ではありません。
ただし、この場合においても市のアイデンティティ構築の弊害になる表現、美しさや品位を損
なう表現に用いてはいけません。

形の変形・加工
ロゴマークの縦横の比率を変える。

形の変形・加工
ロゴマークを全体的もしくは部分的に変形
する。

形の変形・加工
ロゴマークにアウトラインを加えるなどの
加工をする。

形の変形・加工
ロゴマークに規定外の要素を加える。

形の変形・加工
欧文・和文の規定外の配置。

形の変形・加工
ロゴマークに規定外の書体を用いる。

カラーの変更
ロゴマークに規定外の色を使用する。

カラーの変更
ロゴマークをグラデーションで表現する。

カラーの変更
[花笑みグラデーション]以外での白抜き表
現。

視認性の確保
細部の表現が難しい網掛け表現。

視認性の確保
指定された領域を確保してください。

花笑み・泉南
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[グラフィックエレメント]

グラフィックエレメントは、アプリケーションデザイン（ベーシックデザインの応用）において
帯やパターンなどの図形的要素として使用されるものです。
[ 花笑みグラデーション ] をグラフィックエレメントとし、縦位置、横位置で使用できるものと
します。この場合、グラデーションの一部だけを用いることは禁止します。
このマニュアルの各ページのヘッダ部分およびアプリケーションデザインの一部に応用例として
使用されています。




